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１０月１５日号

写真は過去のもの

産業まつり会場

に行こう　毎年恒例の産業まつり。
　会場では、「印西にこんなにおいしいものがあったんだ外こん
なものも作られているんだ」とわくわくする発見が待っています。
販売ブースでは生産者から直接購入することもできます。11月
はみんなで、産業まつりへ行きませんか。

畳畳

■時 11月7日（土）・午前10時～午後3時。
■場 BIGHOPガーデンモール印西駐車場（原）。
■内 飲食物や新鮮な野菜の販売、商工業製品紹介など、地元産業
の魅力あふれる約60ブースが出店。野菜などが当たる輪投
げコーナーや、スタンプラリー、ふわふわドームもあります。
■問 農政課振興班（緯内線374）。

技技に触れに触れるる

　風水害は、地形の影響を大きく受ける災害。お住ま
いの地域の浸水想定などを確認し、危険箇所を把握
しておくことが重要です。洪水や土砂の危険箇所は、
市が作成した総合防災ブックや市防災ホームページ
で知ることができるので確認をお願いします。

■問 防災課防災班（緯内線454）。

　北関東から東北を襲った９月の集中豪雨をはじめ、
近年、異常気象による風水害が多発しています。集中
豪雨から身を守るには、日ごろの備えが大切です。

日 ごろの備えはいざという時に生きる

　
広
報
い
ん
ざ
い
9
月
　
日
号
6
ペ
ồ
ジ
に
掲
載
し
た
ủ
い
ん
ざ
い
の
梨
Ứ

15

は
ỏ
印
西
市
の
特
産
品
で
あ
る
ủ
梨
Ứ
の
紹
介
を
テ
ồ
マ
と
し
て
お
り
ま

し
た
が
ỏ
特
定
の
生
産
者
の
宣
伝
と
も
と
れ
る
表
現
が
あ
り
ま
し
た
Ố
こ

の
記
事
に
よ
り
ỏ
市
内
の
梨
生
産
者
様
に
は
大
変
な
ご
迷
惑
と
ご
心
配
を

お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
Ố
本
来
の
趣
旨
は
印
西
市

は
梨
生
産
が
盛
ん
で
あ
り
ỏ
梨
生
産
に
た
ず
さ
わ
る
方
々
の
努
力
に
よ
り

美
味
し
い
梨
が
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
す
る
も
の
で
し
た
Ố

　
こ
の
た
び
の
件
は
ỏ
記
事
の
公
正
さ
に
対
す
る
認
識
の
甘
さ
に
よ
り
生

じ
た
も
の
で
ỏ
そ
の
責
任
は
市
に
あ
り
ま
す
Ố
今
後
ỏ
市
の
情
報
を
正
確

に
伝
え
る
広
報
紙
と
し
て
ỏ
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
紙
面
づ
く
り

に
努
め
ま
す
Ố　
広
報
広
聴
課
広
報
広
聴
班
ớ
緯
内
線
4
1
8
・
4
1
9
ỜỐ

お

詫

び

　避難場所や避難経路の確認、非常持ち出し品の点検
といった日ごろの備えは、いざという時の判断や行動
に生きてくる重要な防災対策です。避難情報が出てか
らでは、非常持ち出し品を準備したり落ち着いて避難
経路を確認したりする時間はありません。

自 分の地域を知ることが重要

お持ちですか
印西市総合防災ブック
　地震や洪水のハザードマップ
と併せて災害発生時の注意点や
日ごろの備えなどを掲載してい
ます。お持ちでない人は市役所
や公共施設で配布しますので、
お問い合わせください。

日ごろの備日ごろの備ええで風水害風水害から身を守る
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ch
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ỜỐ

青
少
年
長
縄
と
び
地
区
大
会

　
毎
年
一
月
に
開
催
さ
れ
る
ỏ
本
大

会
で
の
予
選
シ
ồ
ド
権
を
賭
け
た
地

区
大
会
を
開
催
し
ま
す
Ố

胸
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
主
催
Ố

■時 
臼
　
月
6
日
蚊
・
午
前
9
時
Ỗ
正

12

午
ỏ
午
後
1
時
Ỗ
4
時
ỏ
渦
　
月
　

12

13

日
蚊
・
午
後
1
時
Ỗ
4
時
Ố

■場 
臼
西
の
原
中
学
校
体
育
館
ỏ
渦
本

埜
公
民
館
多
目
的
ホ
ồ
ル
Ố

■対 
市
内
在
住
の
小
・
中
学
生
　
人
Ỗ

10

　
人
ớ
縄
を
回
す
人
も
含
む
Ờ
で
構

15成
さ
れ
た
チ
ồ
ム
Ố

※
学
校
ご
と
に
日
程
が
異
な
り
ま
す
Ố

詳
し
く
は
ỏ
左
記
の
青
少
年
相
談
員

ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
参
照
Ố

■定 
　
チ
ồ
ム
Ố

40
■費 
無
料
Ố

■申 
　
月
　
日
画
ま
で
に
ỏ
ホ
ồ
ム

11

13

ペ
ồ
ジ
ớ
■ＨＰ h

ttp://in
zai�seish

ou
.com

/

Ờ
か
ら
所
定
の
申
込
用
紙

を
ダ
ウ
ン
ロ
Ổ
ド
し
ỏ
F
A
X
ỏ

メ
ồ
ル
ỏ
ま
た
は
左
記
ま
で
持
参ớ
先

着
順
ỜỐ

■問 
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
班

ớ
緯
内
線
5
4
3
・
胃
碓42 
0
0
3
3
・

■メール n
ag
an
aw
atobi�seisy

ou
@

city
.in
zai.lg

.jp

ỜỐ

秋
の
ら
・
ら
・
ら
ス
ポ
ồ
ツ
祭

　
松
山
下
公
園
で
ニ
ỿ
ồ
ス
ポ
ồ
ツ

な
ど
の
体
験
会
を
開
催
し
ま
す
Ố

　
内
容
は
ỏ
臼
ノ
ル
デ
ỹ
ỽ
ク
ウ

オ
ồ
キ
ン
グ
体
験
ỏ
渦
健
康
体
操
ỏ

嘘
ニ
ỿ
ồ
ス
ポ
ồ
ツ
体
験
ớ
ワ
ン
バ

ウ
ン
ド
ふ
ら
ば
ồ
る
バ
レ
ồ
ボ
ồ
ル
ỏ

ミ
ニ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ỜỐ

■時 
　
月
1
日
蚊
・
臼
ớ
1
回
目
Ờ
9

11
時
　
分
Ỗ
　
時
　
分
ỏớ
2
回
目
Ờ　

30

10

30

11

時
Ỗ
正
午
ỏ
渦
　
時
Ỗ
正
午
ỏ
嘘
9

11
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講
座
・
催
し

ス
ポ
ồ
ツ

パート英

■内 
臼
聴
き
上
手
に
な
る
た
め
に
ỏ
渦

断
り
上
手
に
な
る
た
め
に
Ố

噛
講
師
ộ
馬
渡
静
枝
氏
ớ
N
P
O
法

人
ウ
ỹ
メ
ン
ズ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ち

ば
理
事
ỜỐ

■定 
　
人
Ố

15
■費 
無
料
Ố

■申 
電
話
ま
た
は
メ
ồ
ル
で
左
記
ま
で

ớ
先
着
順
ỜỐ

■問 
市
民
活
動
推
進
課
市
民
活
動
支
援

班
ớ
緯
内
線
3
4
4
・
■メール sim

in
k
a

tu
dou
@
city
.in
zai.lg

.jp

ỜỐ

ち
ば
里
山
カ
レ
ỽ
ジ

　
里
山
林
の
保
全
再
生
に
加
え
ỏ
自
然

環
境
や
バ
イ
オ
マ
ス
ỏ
団
体
の
運
営
な

ど
に
必
要
な
知
識
と
技
能
を
ỏ
座
学
と

フ
ỹ
ồ
ル
ド
実
習
で
学
び
ま
す
Ố

胸
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ち
ば
里
山

セ
ン
タ
ồ
主
催
Ố

■時 
　
月
7
日
臥
Ỗ
平
成
　
年
1
月
　

11

28

23

日
臥
ớ
全
8
回
ỜỐ

■場 
千
葉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ồ
ほ
か
Ố

■定 
　
人
ớ
先
着
順
ỜỐ

30
■費 
一
般
8
街
0
0
0
円
ỏ
学
生
5
街

0
0
0
円
Ố

■申 
　
月
　
日
画
ま
で
に
ỏ
電
話
ま
た

10

30

は
メ
ồ
ル
で
左
記
へ
Ố

■問 
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ち
ば
里
山

セ
ン
タ
ồ
ớ
緯
0
4
3
8
Ổ
6
2
Ổ

れ
な
ケ
ồ
キ
を
2
種
類
紹
介
Ố

■時 
　
月
　
日
牙
・
午
後
1
時
Ỗ
4
時
Ố

11

26

■場 
小
林
公
民
館
Ố

■対 
市
内
在
住
の
成
人
Ố

■定 
　
人
Ố

12
■費 
7
0
0
円
ớ
参
加
費
ỜỐ

■申 
　
月
　
日
峨
・
午
前
9
時
か
ら
ỏ
電

10

20

話
ま
た
は
左
記
窓
口
ま
で
ớ
先
着
順
ỜỐ

■問 
小
林
公
民
館
ớ
緯
碓97 
0
0
0
3
ỜỐ

男
女
共
同
参
画
事
業

さ
わ
や
か
コ
ミ
ỿ
ニ
ケ
ồ
シ
ἀ
ン
講
座

　ủ
つ
い
言
い
過
ぎ
て
し
ま
う
Ứỏủ
頼

ま
れ
た
ら
断
れ
な
い
Ứỏủ
断
ỳ
て
嫌

わ
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
ỨỐ
家
庭
ỏ
地

域
ỏ
職
場
で
こ
ん
な
経
験
は
あ
り
ま

せ
ん
か
Ố
相
手
も
自
分
も
大
切
に
す

る
ủ
ア
サ
ồ
テ
ỹ
ブ
ネ
ス
Ứ
の
手
法
を

学
ん
で
ỏ
さ
わ
や
か
コ
ミ
ỿ
ニ
ケ
ồ

シ
ἀ
ン
術
を
身
に
つ
け
ま
し
Ỷ
う
Ố

■時 
臼
　
月
6
日
画
ỏ
渦
　
日
画
・
午
前

11

13

　
時
Ỗ
正
午ớ
全
2
回
ỏ
ど
ち
ら
か
1

10回
の
参
加
も
可
ỜỐ

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
1
号
館

ớ
中
央
南
ỜỐ

本
埜
公
民
館
ま
つ
り

　
　
　
Ỗ
サ
ồ
ク
ル
発
表
会
Ỗ

　
本
埜
公
民
館
で
活
動
し
て
い
る

サ
ồ
ク
ル
の
み
な
さ
ん
が
ỏ
日
ご
ろ

の
活
動
成
果
を
発
表
し
ま
す
Ố

胸
本
埜
公
民
館
サ
ồ
ク
ル
連
絡
協
議

会
主
催
Ố

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
前
9
時
Ỗ
午
後

10

25

4
時
Ố

■場 
本
埜
公
民
館
ớ
中
根
ỜỐ

■内 
本
埜
中
・
滝
野
中
の
吹
奏
楽
発
表
ỏ

子
供
文
化
教
室
ớ
和
太
鼓
・
生
花
・

茶
道
Ờ
の
発
表
ỏ
も
と
の
保
育
園
・

も
と
の
幼
稚
園
・
印
西
市
高
齢
者
ク

ラ
ブ
本
埜
支
部
・
里
山
の
会
エ
コ
モ

の
作
品
展
示
ỏ
本
埜
朝
一
組
合
に
よ

る
野
菜
直
売
な
ど
Ố

■問 
本
埜
公
民
館
ớ
緯
碓97 
2
0
1
1
ỜỐ

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ồ
キ
を
作
ろ
う

　
家
庭
で
も
簡
単
に
作
れ
る
お
し
Ỵ

　
み
な
さ
ん
ご
存
じ
の
ỏ
コ
ロ
ỽ
ケ

さ
ん
に
よ
る
も
の
ま
ね
シ
ἀ
ồ
で
す
Ố

新
年
ỏ
年
明
け
は
爆
笑
し
よ
う
Ố

　
似
て
い
る
だ
け
で
な
く
ỏ
独
自
に

ア
レ
ン
ジ
を
加
え
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
な

世
界
Ố
こ
の
面
白
さ
を
ぜ
ひ
生
で
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
Ố

■時 
平
成
　
年
1
月
　
日
臥
・
臼
午
後

28

23

2
時
開
演
ỏ
渦
午
後
5
時
　
分
開
演

30

ớ
2
回
公
演
で
臼
渦
は
同
内
容
で

す
ỜỐ

■費 
一
般
5
街
0
0
0
円
ỏ
子
ど
も

ớ
高
校
生
ま
で
Ờ
4
街
0
0
0
円

※
全
席
指
定
Ố
発
売
初
日
の
み
一
人

6
枚
ま
で
Ố
小
学
生
以
上
入
場
可
Ố

※
シ
ル
バ
ồ
割
引
ớ
　
歳
以
上
Ờ・

65

障
が
い
者
割
引
有
り
Ố

※
チ
ケ
ỽ
ト
は
ỏ　
月
　
日
臥
か
ら

11

21

文
化
ホ
ồ
ル
ỏ
イ
ồ
プ
ラ
ス
ớ
■ＨＰ h

t
tp
://e
p
lu
s.jp
/

Ờ
で
販
売
開
始
Ố

　
月
　
日
我
か
ら
は
文
化
ホ
ồ
ル
で

11

25

電
話
予
約
可
Ố

1/23
（土）

コ
ロ
ỽ
ケ
も
の
ま
ね
シ
ἀ
ồ

文化ホール
中央駅前地域交流館
小林公民館
そうふけ公民館
印旛公民館
本埜公民館

プレイガイプレイガイドド

■問 文化ホール
（緯碓⚔⚒ 8811）
〒⚒⚗⚐－⚑⚓⚒⚗
印西市大森⚒⚕⚓⚕

※
各
種
割
引
や
詳
細
は
ỏ
市
ホ
ồ
ム

ペ
ồ
ジ
ま
た
は
文
化
ホ
ồ
ル
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
Ố

※
電
話
予
約
の
受
け
付
け
は
ỏ
文
化

ホ
ồ
ル
の
み
で
す
Ố

　
0
才
の
お
子
さ
ん
か
ら
入
場
で
き

る
約
一
時
間
の
ク
ラ
シ
ỽ
ク
・
コ
ン

サ
ồ
ト
Ố
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
ỏ
楽
し
い
お
話
や
お

子
さ
ん
の
大
好
き
な
リ
ズ
ミ
カ
ル
な

曲
を
交
え
な
が
ら
ỏ
大
人
に
も
聴
き

応
え
の
あ
る
演
奏
を
お
届
け
し
ま
す
Ố

■時 
　
月
　
日
蚊
・
臼
午
前
　
時
開
演
ỏ

12

13

11

渦
午
後
2
時
開
演
ớ
2
回
公
演
で
臼

渦
は
同
内
容
で
す
ỜỐ

■費 
一
般
2
街
0
0
0
円
ỏ
子
ど
も

ớ
小
学
生
ま
で
Ờ
5
0
0
円
Ố

※
全
席
指
定
・
障
が
い
者
割
引
有
り
Ố

※
チ
ケ
ỽ
ト
は
ỏ
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

で
販
売
中
Ố
文
化
ホ
ồ
ル
の
み
電
話

予
約
受
付
中
Ố

ク
リ
ス
マ
ス
・
フ
Ỹ
ミ
リ
ồ
・
コ
ン
サ
ồ
ト

　
　
　
　
Ỗ
0
歳
か
ら
の
ク
ラ
シ
ỽ
ク
Ỗ

12/13
（日）

時
　
分
Ỗ
正
午
Ố

30
■場 
臼
松
山
下
公
園
内
ỏ
渦
嘘
松
山
下

公
園
総
合
体
育
館
ớ
浦
部
ỜỐ

■対 
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
ỏ
臼
渦

中
学
生
以
上
ỏ
嘘
小
学
一
年
生
以
上
Ố

■定 
臼
各
回
　
人
程
度
ỏ
渦
　
人
程
度
ỏ

25

30

嘘
無
し
Ố

■費 
一
人
1
0
0
円
ớ
保
険
代
ỜỐ

■申 
臼
渦
　
月
　
日
画
ま
で
に
申
込
用

10

30

紙
ớ
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ồ
ド
Ờに
記
入
し
ỏ
左
記
ま
で
電
話

ま
た
は
F
A
X
ỏ
嘘
当
日
受
け
付
け
Ố

■問 
ス
ポ
ồ
ツ
振
興
課
振
興
班
ớ
緯
碓42 

8
4
1
7
・
胃
碓42 
8
4
2
7
ỜỐ

市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
前
9
時
Ỗ
Ố

11

15

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
ớ
浦
部
ỜỐ

■内 
男
女
別
1
部
・
2
部
・
3
部
制
ダ

ブ
ル
ス
戦
Ố
1
部
と
2
部
は
オ
ồ
プ

ン
参
加
可
Ố

■対 
市
内
在
住
ỏ
在
勤
ỏ
在
学
で
ỏ
中
学

生
以
上
の
審
判
が
で
き
る
人
Ố

■費 
市
内
一
組
2
街
0
0
0
円
ỏ
市
外

一
組
2
街
4
0
0
円
Ố

■申 
　
月
8
日
蚊
ま
で
に
ỏ
郵
送
ỏ
F

11
A
X
ま
た
は
メ
ồ
ル
で
ỏ
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
参
加
種
目
を
記
入

し
左
記
へ
Ố

※
市
内
在
勤
ỏ
在
学
の
人
は
勤
務
先

ま
た
は
学
校
名
も
記
入
Ố

■問 
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
・
鳥
羽
洋
志

ớ
〒
2
7
0
Ổ
1
3
4
5
印
西
市
船

尾
1
0
7
1
ỏ
緯
／
胃
碓46 
0
3
5
9
ỏ

■メール in
zaib
ad
o
�th
@
e
tu
d
e
.o
c

n
.n
e.jp

ỜỐ

　
改
修
工
事
の
た
め
ỏ
次
の
期
間
は
陸
上
競
技
場
が
利
用
で
き
ま
せ
ん
Ố
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
Ố

◆
期
間
ộ
　
月
1
日ớ
火
ỜỖ
平
成
　
年
3
月
　
日ớ
木
ỜỐ

12

28

31

※
期
間
が
短
縮
さ
れ
る
場
合
は
ỏ
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
Ố

■問 
ス
ポ
ồ
ツ
振
興
課
振
興
班
ớ
緯
碓42 
8
4
1
7
ỜỐ

松
山
下
公
園
陸
上
競
技

松
山
下
公
園
陸
上
競
技
場場

一
時
利
用
中

　
　
　
　
　
一
時
利
用
中
止止

ワンバウンドふらばーるバレーボール

房総のむらと秋の里山
岩屋古墳を訪ねるハイキング
　 安食 駅スタート、秋のハイキングが成田線沿線

あ じ き

で開催されます。

■時 11月3日（祝）。
※受け付け午前8時30分～11時。順次出発。
※約2時間30分（施設の見学時間を除く）。
■場 ＪＲ成田線安食駅集合。
葛コース…安食駅→安食台第一近隣公園→里山見
晴らし台→龍角寺→県立房総のむら→ドラムの里
→岩屋古墳→坂田ヶ池総合公園→下総松崎駅（約
9.4km）。
葛特典…焼き芋・ようかんをプレゼント（個数限
定）、房総のむら入場無料。
■申 要事前申し込み。11月2日（月）までに、下記
ホームページまで。
■問 成田線活性化推進協議会事務局（我孫子市
企画課）（緯04―7185―1426・■ＨＰ http://www.
naritaline.com/）、栄町企画政策課（緯碓33 7701）。

▲房総のむら滑特別公開
の龍角寺薬師如来坐像



■時 日時   ■場 会場   ■内 内容   ■対 対象   ■定 定員   ■費 参加費  ■申 申し込み  ■問 問い合わせ   ■ＨＰ ホームページ   ■メール メールアドレス   ■他 そのほか   ■携 携帯電話凡例

■対 
一
般
ớ
幼
児
は
保
護
者
同
伴
ỜỐ

■定 
　
人
Ố

20
■費 
無
料
Ố

■他 
歩
き
や
す
い
服
装
で
靴
ỏ
飲
み
物
ỏ

タ
オ
ル
ỏ
雨
具
を
持
参
Ố

■申 
事
前
に
左
記
へ
ớ
先
着
順
ỜỐ

■問 
本
埜
保
健
セ
ン
タ
ồ
Ố

市
民
健
康
講
演
会

胸
印
旛
郡
市
歯
科
医
師
会
主
催
Ố

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
後
2
時
Ỗ
4
時
Ố

11

15

■場 
成
田
市
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ồ
3
階
Ố

■内 
テ
ồ
マ
ủ
子
ど
も
の
食
べ
る
機
能

の
発
達
を
支
援
す
る
た
め
に
ỨỐ

噛
講
師
ộ
田
村
 文
誉
 氏
ớ
日
本
歯
科

ふ
み
お

大
学
教
授
・
口
腔
リ
ハ
ビ
リ
テ
ồ

シ
ἀ
ン
多
摩
ク
リ
ニ
ỽ
ク
口
腔
リ
ハ

ビ
リ
テ
ồ
シ
ἀ
ン
科
科
長
ỜỐ

■対 
印
旛
郡
内
に
在
住
ỏ
在
勤
の
人
Ố

■定 
3
0
0
人
Ố

■費 
無
料
Ố

■申 
　
月
6
日
画
ま
で
に
氏
名
ỏ
住

11
所
ỏ
電
話
番
号
ỏ
F
A
X
番
号
を
記

入
し
ỏ
F
A
X
ま
た
は
メ
ồ
ル
で

左
記
ま
で
ớ
事
前
申
込
優
先
ỏ
当
日

参
加
可
ỜỐ

■問 
　
印
旛
郡
市
歯
科
医
師
会
ớ
緯
碓27 

（公社）
1
8
9
4
・
胃
碓27 
1
8
9
6
・
■メール id

a1
8
9
4
@
y
o
.rim

.o
r.jp

ỜỐ 
  

  印
旛
高
校
跡
地
認
定
こ
ど
も
園

　
　
設
置
運
営
事
業
者
を
公
募

　
市
で
は
ỏ
J
R
木
下
駅
圏
に
設

置
し
て
い
る
公
立
幼
稚
園
ớ
大
森

幼
稚
園
Ờỏ
公
立
保
育
園
ớ
大
森
保

育
園
・
木
下
保
育
園
Ờ
を
統
合
し
ỏ

印
旛
高
校
跡
地
に
新
た
に
民
設
民

営
に
よ
る
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど

も
園
の
整
備
ớ
平
成
　
年
4
月
開

29

園
予
定
Ờ
を
計
画
し
て
い
ま
す
Ố

　
当
該
施
設
の
設
置
・
運
営
を
行

う
民
間
事
業
者
ớ
学
校
法
人
ỏ
社

会
福
祉
法
人
に
限
る
Ờ
を
公
募
し

ま
す
Ố

■時 
　
月
　
日
牙
Ỗ
　
月
　
日
俄
Ố

10

15

11

16

■問 
保
育
課
保
育
班ớ
緯
内
線
2
2
1
ỜỐ

　　花壇づく花壇づくりり
参加団体募　　　　 参加団体募集集

非
常
勤
職
員
ớ
幼
稚
園
Ờ

　
幼
稚
園
補
助
教
諭
と
し
て
担
任

と
協
力
し
ỏ
園
児
の
支
援
を
行
い

ま
す
Ố

胸
勤
務
時
間
ộ
週
5
日
　
時
間
以
内
Ố

29

胸
賃
金
ộ
時
給
9
5
0
円
ỏừ
幼
稚

園
教
諭
免
許
を
有
す
る
人
Ử
時
給

1
街
1
0
0
円
Ố

■申 
　
月
　
日
画
ま
で
に
左
記
ま
で
お

10

30

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
Ố

■問 
学
務
課
学
務
班
ớ
緯
内
線
5
2

2
ỜỐ

保
育
園
で
働
き
た
い
人
の
た
め
の

　
　
　
　
　
就
労
支
援
研
修
会

　
保
育
士
資
格
を
持
ỳ
て
い
て
保
育

園
で
働
い
て
み
た
い
け
れ
ど
ỏủ
保

育
現
場
を
長
く
離
れ
ỏ
働
く
こ
と
に

（3）平成27年（2015）10月15日号

募
集

不
安
が
あ

る
Ứủ
保
育

園
の
現
状

が
分
か
ら

な
い
Ứ
な

ど
と
思
ỳ

て
い
る
人

に
対
し
て
ỏ
安
心
し
て
保
育
園
で
働

く
た
め
の
就
労
支
援
研
修
会
を
開
催

し
ま
す
Ố

　
実
際
の
保
育
の
現
場
を
見
た
り
ỏ

現
場
の
声
な
ど
に
触
れ
る
こ
と
で
ỏ

不
安
や
疑
問
を
払
拭
し
ỏ
保
育
園
で

の
就
労
を
応
援
し
ま
す
Ố

■時 
　
月
　
日
画
・
午
前
　
時
Ỗ
正
午
Ố

10

30

10

■場 
高
花
保
育
園
Ố

■対 
保
育
士
の
資
格
を
有
し
ỏ
市
立
保

育
園
で
の
就
労
を
希
望
さ
れ
る
人
ỏ

ま
た
は
検
討
し
て
み
た
い
人
Ố

■定 
　
人
程
度
Ố

20
■申 
事
前
に
電
話
で
左
記
ま
で
ớ
先
着

順
ỜỐ

■定 
　
組
Ố

20
■費 
無
料
Ố

■他 
お
子
さ
ん
の
飲
み
物
ỏ
お
む
つ
な

ど
を
持
参
Ố

■申 
事
前
に
電
話
ま
た
は
左
記
窓
口
ま

で
ớ
先
着
順
ỜỐ

■問 
本
埜
保
健
セ
ン
タ
ồ
ớ
緯
碓97 
1
1

1
1
ỜỐ

怯
ウ
オ
ồ
キ
ン
グ
習
慣
を
生
か
し

て
松
山
下
公
園
コ
ồ
ス
を
歩
こ
う

　
松
山
下
公
園
か
ら
浦
部
川
に
沿
い
ỏ

泉
倉
寺
を
経
て
ỏ
田
園
風
景
の
中
を

約
3
娃
歩
き
ま
す
Ố

　
泉
倉
寺
で
は
ỏ
ご
住
職
か
ら
お
話

を
伺
い
ま
す
Ố
ま
た
国
指
定
の
重
要

文
化
財
ủ
宝
珠
院
観
音
堂
Ứ
を
見
学

し
ま
す
Ố

■時 
　
月
　
日
峨
・
午
前
9
時
Ỗ
正
午
Ố

11

17

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
前
集
合

ớ
浦
部
ỜỐ

■内 
写
真
で
見
る
松
山
下
公
園
コ
ồ

ス
Ố

■問 
保
育
課
保
育
班
ớ
緯
内
線
2
2

3
ỜỐ

地
区
健
康
推
進
員
活
動

怯
ベ
ビ
ồ
と
マ
マ
の
テ
ỹ
ồ

ル
ồ
ム

　
子
育
て
中
の
マ
マ
が
ほ
ỳ
と
一

息
で
き
る
よ
う
な
場
を
提
供
し
ま

す
Ố
　
地
区
健
康
推
進
員
が
作
る
簡
単
な

お
や
つ
と
お
茶
を
楽
し
み
な
が
ら
ỏ

マ
マ
同
士
で
お
し
Ỵ
べ
り
し
ま
し
Ỷ

う
Ố

■時 
　
月
　
日
牙
・
午
前
　
時
Ỗ
　
時

11

12

10

11

　
分
Ố

30■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
ớ
原
ỜỐ

■対 
1
歳
6
カ
月
く
ら
い
ま
で
の
子
と

保
護
者
Ố
日
中
お
孫
さ
ん
の
お
守
り

を
し
て
い
る
祖
父
母
の
参
加
も
可
Ố

健
康

順天堂大学公開講順天堂大学公開講座座
筋力アップで生涯を幸福　筋力アップで生涯を幸福にに

東京電機大　　 東京電機大学学
マイペースパソコン　　　   　 　　マイペースパソコン塾塾

　東京電機大学の学生によるマイペースパソコン塾を開催します。
　東京電機大学の学生と地域住民とのパソコンを通じた交流と、パソコン初心
者の技術の向上を目的に実施します。
　マイペースパソコン塾は、自由参加型で自由に入退室でき、個々のパソコン
操作の課題に対して先生（学生）たちが優しく相談に乗ってくれます。ぜひこ
の機会に、パソコン技術の向上を目指しませんか。
■時 開催日時… 11月7日（土）、14日（土）、28日（土）、12月5日（土）、12日
（土）・いずれも午前10時～正午、午後1時～4時。
■場 中央公民館（大森）。■定 15人。
■他 パソコンを持参（インターネットの接続、印刷はできません）。
■申 当日会場で（先着順）。満席の場合は先に入場している人の退出をお待ちい
ただきます。
■問 中央公民館(緯碓42 2911)。

　基礎からじっくり学びたい人向けに、加齢による筋
肉の変化やその予防法を学びます。
※Aコース（講義・60分）。
噛講師…町田修一氏（スポーツ健康科学研究科准教
授）、吉原利典氏（研究推進支　援センター特任助教）。
■時 11月1日（日）・午前10時～11時（予定）。
■場 順天堂大学さくらキャンパス2号館21番教室。
■定 200人。
■申 不要。
■問 運動生理学研究室・関谷、中潟、尾崎（緯碓98 1001・
内線312）。
※問い合わせは午前10時～午後4時（月曜、水曜、木
曜日）。

参加無料参加無料 　
市
内
全
域
で
ỏ
歩
行
喫
煙
ỏ
ポ
イ
捨
て
な
ど
を
禁
止
し
て
い
ま
す
Ố

　
一
人
ひ
と
り
が
モ
ラ
ル
の
向
上
を
は
か
り
ỏ
マ
ナ
ồ
と
し
て
定

着
す
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
Ố

美
し
い
街
を
つ
く
る
た
め

　市内全体に四季折々の花が咲き誇る景観を増やし、魅力あるまちづくり
を推進するため、市内で花を植栽する活動団体を募集します。
　参加団体には、市からプランタ、苗、肥料、培養土を支給します。
■対 次のすべてを満たす団体。
葛市内在住、在勤、在学者で、花壇づくりに意欲のある 3人以上からなる
団体。
葛市内で多数の人が鑑賞できる場所に、年間を通して花の植栽管理が行え
ること。活動場所は、土地の所有者または管理者の承諾を得ていること。
葛活動写真を定期的に市へ提出し、市ホームページなどへ掲載できること。
葛年度末に活動報告書を提出すること。
■定 5団体程度。
■申 11月 30日（月）（消印有効）までに、必要事項を記入し「花壇づくり活
動計画書」と「花壇づくり活動団体名簿」を郵送、メールまたは直接下記
窓口まで持参。
※「花壇づくり参加団体募集要領」をふるさとづくり推進課窓口、各支所、
出張所、公民館、図書館、コミュニティセンターで配付、市ホームページ
からダウンロードも可。
※選考は先着順に審査し、合否を決定し、応募者全員に通知。
■問 ふるさとづくり推進課（〒 270― 1396印西市大森 2364― 2・■メール 
furusatoka@city.inzai.lg.jp）。

浦部「大六天」の植栽活動



印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.lg.jp/

m
ily
9
2
6
＠
g
m
ail・
co
m

ỜỐ

■問 
千
葉
県
健
康
福
祉
部
児
童
家
庭
課

ớ
緯
0
4
3
Ổ
2
2
3
Ổ
2
3
2
2
ỜỐ

住
宅
・
建
築
物
耐
震
改
修

　
　
　
　
促
進
事
業
補
助
制
度

　
市
で
は
ỏ
建
物
の
耐
震
診
断
な
ど

を
行
う
場
合
に
費
用
の
一
部
に
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
Ố

■時 
　
月
末
日
ま
で
ớ
補
助
金
申
請
額

11
の
合
計
が
予
算
額
を
超
え
た
時
点
で

締
切
り
と
な
り
ま
す
ỜỐ

胸
対
象
建
築
物
・
事
業
ộ
市
内
の
築

後
　
年
以
上
が
経
過
す
る
建
物
の
耐

10
震
診
断
ớ
現
地
調
査
を
行
わ
な
い
簡

易
診
断
も
対
象
Ờỏ
耐
震
改
修
設
計
ỏ

耐
震
改
修
工
事
Ố

※
事
業
の
実
施
は
建
物
の
規
模
・
構

造
・
用
途
に
適
応
し
た
専
門
の
建
築

士
に
依
頼
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
Ố

胸
対
象
者
ộ
補
助
の
対
象
と
な
る
建
物

の
所
有
者
ớ
マ
ン
シ
ἀ
ン
な
ど
の
共
有

部
分
は
ỏ
区
分
所
有
者
の
団
体
の
管
理

者
ỏ
ま
た
は
管
理
組
合
法
人
の
理
事
ỜỐ

印
西
市
デ
イ
ケ
ア
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
Ỗ
心
の
い
ず
み
Ỗ

　
市
で
は
心
の
病
気
で
悩
ん
で
い
る

人
が
集
ま
り
ỏ
創
作
活
動
・
軽
ス

ポ
ồ
ツ
・
調
理
な
ど
を
行
う
デ
イ
ケ

ア
ク
ラ
ブ
を
実
施
し
て
い
ま
す
Ố

■時 
毎
月
第
1
ỏ
2
ỏ
3
ỏ
4
金
曜
日
・

午
前
　
時
Ỗ
正
午
ớ
第
4
金
曜
日
は

10

午
後
1
時
ま
で
ỜỐ

■場 
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ồ
ớ
第
1
ỏ
2

金
曜
日
Ờỏ
松
山
下
公
園
ớ
第
3
金
曜

日
Ờỏ
高
花
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ồ
ớ
第

4
金
曜
日
ỜỐ

■対 
心
の
病
気
で
悩
ん
で
い
る
人
と
家
族
Ố

■申 
事
前
に
左
記
ま
で
Ố

■問 
障
が
い
福
祉
課
障
が
い
支
援
班

ớ
緯
内
線
2
6
8
ỜỐ

障
が
い
福
祉
　
巡
回
相
談

　
障
が
い
福
祉
サ
ồ
ビ
ス
の
利
用
相

談
や
悩
み
に
相
談
員
が
応
じ
ま
す
Ố

■時 
■場 
は
右
下
表
の
と
お
り
Ố

■申 
い
ん
ば
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ồ パート衛

平成27年（2015）10月15日号（4）

ớ
緯
碓99 
2
5
0
1
ỜỐ

■問 
障
が
い
福
祉
課
障
が
い
福
祉
支
援
班
Ố

介
護
予
防
・
動
い
て
外
認
知
症
予
防

　
運
動
し
な
が
ら
ỏ
認
知
症
予
防
に

向
け
た
頭
の
体
操
や
ỏ
認
知
症
ỏ
口

腔
機
能
ỏ
栄
養
講
座
を
行
い
ま
す
Ố

■時 
平
成
　
年
1
月
Ỗ
3
月
の
毎
週
金

28

曜
日
・
午
後
2
時
間
程
度
ớ
　
回
10

コ
ồ
ス
ỜỐ

■場 
中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ồớ
竹
袋
ỜỐ

■対 
市
内
在
住
の
　
歳
以
上
の
人
ớ
要

65

支
援
・
要
介
護
認
定
者
を
除
く
ỜỐ

■定 
　
人
Ố
※
新
規
申
込
者
を
優
先
Ố

40
■申 
　
月
5
日
牙
Ỗ
　
日
俄
ま
で
に
電

11

30

話
ỏ
ま
た
は
左
記
窓
口
ま
で
Ố

■問 
高
齢
者
福
祉
課
生
き
が
い
支
援
班

ớ
緯
内
線
2
7
1
・
2
7
2
ỜỐ

千
葉
県
里
親
大
会

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら
家
庭
で
暮

ら
せ
な
い
子
ど
も
た
ち
を
ỏ
家
庭
的

な
環
境
で
養
育
す
る
ỏ
里
親
の
役
割

と
意
義
に
つ
い
て
考
え
ま
せ
ん
か
Ố

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
Ỗ
4
時
Ố

10

17

■場 
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
菜
の
花ớ
千
葉
市
ỜỐ

■内 
講
演
ộ
テ
ồ
マ
ủ
要
保
護
児
童
の

被
虐
待
環
境
と
そ
の
影
響
Ổ
多
重
逆

境
の
子
ど
も
た
ち
ỨỐ

噛
講
師
ộ
池
上
和
子
ớ
全
国
里
親
会

主
任
研
究
員
ỜỐ

■定 
1
0
0
人
Ố

■申 
事
前
に
申
込
用
紙
を
F
A
X
ま
た

は
メ
ồ
ル
で
千
葉
県
里
親
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ồ
へ
ớ
先
着
順
ỜỐ

※
申
込
用
紙
が
必
要
な
人
は
ỏ
F
A

X
ま
た
は
メ
ồ
ル
で
千
葉
県
里
親
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ồ
へ
ớ
胃
0
4
7
Ổ

3
7
3
Ổ
1
0
6
3
・
■メール fo

ste
rfa

※
申
請
者
に
市
税
の
滞
納
が
あ
ỳ
た

場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
Ố

胸
補
助
金
額
・
補
助
率
ộ
左
表
参
照
Ố

■申 
必
ず
事
業
着
手
前
に
左
記
ま
で
相

談
の
上
ỏ
要
申
請
手
続
を
行
ỳ
て
く

だ
さ
い
ớ
事
後
不
可
ỜỐ

■問 
建
築
指
導
課
住
宅
班
ớ
緯
内
線
7

7
6
ỜỐ

シ
イ
タ
ケ
ớ
露
地
栽
培
Ờ

　
　
　
  生
産
者
の
み
な
さ
ん
へ

　
市
で
は
現
在
も
原
木
シ
イ
タ
ケ

ớ
露
地
栽
培
Ờ
の
出
荷
制
限
が
続
い

て
お
り
ỏ
販
売
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
Ố
原
木
シ
イ
タ
ケ
の
出
荷
制
限

の
解
除
は
ỏ
市
内
全
域
の
解
除
で
は

な
く
ỏ
解
除
条
件
を
満
た
し
た
生
産

者
の
一
部
解
除
と
な
り
ま
す
Ố
販
売

を
希
望
す
る
生
産
者
は
ỏ
左
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
Ố

※
購
入
者
は
安
全
の
た
め
ỏ
必
ず
市

か
ら
出
荷
可
能
証
明
書
が
交
付
さ
れ

た
生
産
者
か
ら
購
入
し
て
く
だ
さ
い
Ố

■問 
農
政
課
農
政
班ớ
緯
内
線
3
7
1
ỜỐ 

共
同
募
金
助
成
特
別
医
療
講
習
会

■時 
　
月
　
日
臥
・
正
午
Ỗ
午
後
4
時
Ố

12

12

■場 
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
菜
の
花ớ
千
葉
市
ỜỐ

■内 
ừ
講
演
Ử
講
師
ộ
渡
邊
敏
氏
ớ
千

葉
徳
洲
会
病
院
緩
和
ケ
ア
内
科
部

長
Ờỏ
テ
ồ
マ
ủ
緩
和
医
療
の
す
べ

て
Ứỏừ
体
験
発
表
Ử
発
表
者
ộ
弘
山

知
直
氏
ớ
千
葉
県
オ
ス
ト
ミ
ồ
協

会
Ờỏ
テ
ồ
マ
ủ
度
重
な
る
が
ん
体
験

を
経
て
な
お
生
き
抜
く
術
ỨỐ

ừ
補
装
具
展
示
相
談
Ử
正
午
Ỗ
午
後

1
時
の
間
と
休
憩
時
間
Ố

■対 
オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
家
族
ỏ
医
療
関

係
従
事
者
ỏ
行
政
の
担
当
職
員
ỏ
地

域
保
健
所
ỏ
介
護
施
設
職
員
ほ
か
Ố

■費 
無
料
Ố

■問 
千
葉
県
オ
ス
ト
ミ
ồ
協
会
ớ
緯
0

4
3
Ổ
3
0
9
Ổ
7
5
7
1
ỜỐ

※
月
曜
ỏ
火
曜
ỏ
金
曜
日
の
午
前
　10

時
Ỗ
午
後
5
時
Ố

成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談成田一日合同行政相談所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所
　総務省では、毎年10月の1週間を「行政相談週間」と定
めています。千葉行政評価事務所では、この行政相談週間
の行事の一環として、成田一日合同行政相談所を開設しま
す。
■時 10月30日（金）・午後1時～4時（受け付け3時30分ま
で）。
■場 成田市役所1階ロビー（成田市花崎町760）。
■内 登記、年金、税金など行政機関が行う手続きや振り込め詐
欺に関することのほか、相続、離婚、多重債務などの無料法律
相談（予約不要）も行います。 
■問 成田市市民生活部市民協働課市民相談室（緯碓20 1507）、総
務省千葉行政評価事務所行政相談課（緯043―244―1100）。
※法律相談などは、相談者が多い場合、早期に受け付けを
終了する場合があります。

福
祉

会場日時

印旛支所
１階
相談室
（美瀬）

第１・３火曜日
（祝日の場合は無
し）・午前10時～
正午

本埜支所
１階
相談室
（笠神）

第2・4火曜日（祝
日の場合は無し）・
午前10時～正午

※祝日の場合は無し。

都
市

手話で話してみませんか？
～手話講習会～

　初心者の人を対象にした全4回講座
です。聞こえない人と簡単な会話がで
きるまでを目指します。手話を体験し
てコミュニケーション力を身につけませんか？
■時 11月14日（土）、21日（土）、28日（土）、12月5日（土）・いず
れも午前10時～正午。
■場 そうふけ公民館視聴覚室、会議室（原）。
噛講師…印西市聴覚障害者協会。
■対 市内在住、在勤、在学の中学生以上。
■定 15人。■費 無料。
■申 10月15日（木）から、電話またはFAXで下記まで（先
着順）。
■問 障がい福祉課障がい福祉支援班（緯内線269、FAX
碓42 0381）。

　印西市、柏市、我孫子市では三市共同で手賀沼・手賀川周
辺の観光スポットを巡るスタンプラリーを実施中です。今回、
印西市からの景品にかわいい「いんザイ君ぬいぐるみ」（高さ
約25㎝）が新たに追加されました。ぜひご参加ください。
胸台紙配布場所（市内）…印西市役所、中央公民館、松山下
公園総合体育館、印西市観光情報館など。
胸スタンプポイント…4ゾーン、16カ所（市内は中央公民館、
松山下公園総合体育館、印西市観光情報館、厳島神社の4カ所）。
胸実施期間…12月1日（火）まで。
※スタンプポイントに設置してある応募BOXに投函、または郵送で応募してください。
応募は一人1通に限ります。郵送での応募は12月8日（火）消印有効。厳島神社には応募
BOXを設置していません。景品詳細は台紙で確認してください。
■問 経済政策課地域資源振興班（緯内線351、352）。

スタンプラリー
いんザイ君ぬいぐるみが当たるかも!?

TTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA

実際の景品に
印鑑は付属しません

胸住宅・建築物耐震改修促進事業補助制度　補助金額と補助率胸
１棟当たり
補助金の
上限額

補助率
上限額補助対象事業建築物の

種類 １棟当たり
費用上限

㎡あたり
費用上限事業の種類場所

66,000円
2/3以内

100,000円臼耐震診断

市全域

一戸建ての
住宅

20,000円30,000円渦簡易診断
66,000円100,000円嘘耐震改修設計
151,000円23%以内660,000円唄耐震改修工事
133,000円

2/3以内

200,000円2,000円欝耐震診断

沿道
20,000円30,000円蔚簡易診断
66,000円100,000円鰻耐震改修設計
200,000円300,000円姥耐震改修工事
133,000円

2/3以内
200,000円2,000円厩耐震診断

市全域
長屋・
共同住宅

66,000円100,000円浦耐震改修設計
207,000円23%以内900,000円瓜耐震改修工事
266,000円

2/3以内
400,000円2,000円閏耐震診断

沿道 66,000円100,000円噂耐震改修設計
300,000円450,000円云耐震改修工事
266,000円

2/3以内
400,000円2,000円運耐震診断

市全域そのほかの
建築物
(事務所、
店舗など)

133,000円200,000円雲耐震改修設計
299,000円23%以内1,300,000円荏耐震改修工事
533,000円

2/3以内
800,000円2,000円餌耐震診断

沿道 133,000円200,000円叡耐震改修設計
400,000円600,000円営耐震改修工事

※補助金は千円未満切り捨て。※沿道とは、市地域防災計画に指定されている道路（国道
464号、国道356号、県道千葉竜ヶ崎線、一部の市道）。※渦蔚の簡易診断は現地調査を行
わないものをいう。

農
業



■時 日時   ■場 会場   ■内 内容   ■対 対象   ■定 定員   ■費 参加費  ■申 申し込み  ■問 問い合わせ   ■ＨＰ ホームページ   ■メール メールアドレス   ■他 そのほか   ■携 携帯電話凡例

■問 
経
済
政
策
課
経
済
政
策
班
ớ
緯
内

線
3
5
4
ỏ
3
5
5
・
■メール k

e
ise
ik

a@
city
.in
zai.lg

.jp

ỜỐ

犯
罪
被
害
者
週
間

　
　
　ủ
千
葉
県
民
の
つ
ど
い
Ứ

　
犯
罪
被
害
者
の
実
情
や
被
害
者
支

援
の
重
要
性
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
ỏ

基
調
講
演
な
ど
を
開
催
し
ま
す
Ố

胸
千
葉
県
・
　
千
葉
犯
罪
被
害
者
支

（公社）

援
セ
ン
タ
ồ
主
催
Ố

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
後
1
時
Ỗ
4
時
Ố

11

15

■場 
千
葉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ồ
Ố　

■内 
ừ
基
調
講
演
Ử
平
井
紀
夫
氏
ớ
認

定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
全
国
被
害

者
支
援
ネ
ỽ
ト
ワ
ồ
ク
理
事
長
Ờỏ

ừ
朗
読
Ử
Ỗ
被
害
者
の
声
を
聴
く
Ỗ

ớ
千
葉
朗
読
サ
ồ
ク
ル
ủ
風
ỨỜỏừ
音

楽
会
Ử
植
草
学
園
大
学
付
属
高
等
学

校
吹
奏
楽
部
Ố

■費 
無
料
Ố

■申 
　
月
　
日
峨
ま
で
に
左
記
へ
ớ
先

11

10

着
順
ỜỐ

■問 
千
葉
県
環
境
生
活
部
生
活
安
全
課

ớ
緯
0
4
3
Ổ
2
2
3
Ổ
2
3
3

3
ỜỐ

印
旛
ふ
れ
あ
い
秋
ま
つ
り

　ủ
印
旛
ふ
れ
あ
い
秋
ま
つ
り
Ứ
は
ỏ

今
年
で
　
回
目
を
迎
え
ま
す
Ố

11

■時 
　
月
3
日
華
・
午
前
9
時
Ỗ
午
後

11
2
時
ớ
小
雨
決
行
・
荒
天
時
は
中
止
ỜỐ

■場 
印
旛
中
央
公
園
多
目
的
広
場
ớ
瀬

戸
ỜỐ

■内 
地
域
内
で
生
産
さ
れ
る
農
産
物
や

商
工
業
製
品
な
ど
の
展
示
販
売
ỏ
各

出
展
団
体
に
よ
る
飲
食
物
の
模
擬
店
ỏ

フ
リ
ồ
マ
ồ
ケ
ỽ
ト
の
出
店
ỏ
子
ど

も
た
ち
が
楽
し
め
る
ゲ
ồ
ム
や
抽
選

会
な
ど
Ố

■問 
印
旛
ふ
れ
あ
い
秋
ま
つ
り
実
行
委

員
会
・
実
行
委
員
長
桜
井
正
夫
ớ
緯

碓99 
0
5
7
7
ỜỐ

千
葉
県
最
低
賃
金
の
改
正

　
　
　
　
時
間
額
8
1
7
円
に

　
　
月
1
日
か
ら
ỏ
従
来
よ
り
　
円

10

19

引
き
上
げ
ら
れ
ỏ
時
間
額
8
1
7
円

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
Ố

■問 
千
葉
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

ớ
緯
0
4
3
Ổ
2
2
1
Ổ
2
3
2

8
ỜỐ

こ
れ
だ
け
は
知
ỳ
て
お
き
た
い
外

　
　
　
シ
ニ
ア
世
代
の
生
活
設
計

　
シ
ニ
ア
世
代
の
生
活
設
計
に
欠
か

せ
な
い
財
産
管
理
・
年
金
・
医
療
費

な
ど
に
つ
い
て
ỏ
分
か
り
や
す
く
解

説
し
ま
す
Ố

■時 
　
月
　
日
峨
・
午
後
2
時
Ỗ
4
時
Ố

11

17

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館

ớ
中
央
南
ỜỐ

噛
講
師
ộ
黒
田
千
鶴
子
氏
ớ
千
葉
県

金
融
広
報
委
員
会
金
融
広
報
ア
ド
バ

イ
ザ
ồ
ỜỐ

■定 
　
人
Ố

30
■費 
無
料
Ố

■申 
電
話
ま
た
は
メ
ồ
ル
で
左
記
ま
で

ớ
先
着
順
ỜỐ

　みなさんのあたたかい善意を心からお待ちしています。
■時 11月7日（土）・午前10時～11時45分・午後1時～2時30分。
■場 ビッグホップガーデンモール印西（原）。
※安全な血液供給のため献血条件などがありますので、お問い合わ
せは下記にお願いします。
■問 健康増進課（中央保健センター内）（緯碓42 5595）／千葉県赤十字血
液センター推進課（緯047―457―9927）。

献献 血血

献血推進キャラ
けんけつちゃん

（5）平成27年（2015）10月15日号

　
廃
棄
物
の
野
外
焼
却
行
為
ớ
い
わ

ゆ
る
野
焼
き
Ờ
は
ỏ
廃
棄
物
処
理
法

に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
Ố

　
廃
棄
物
を
焼
却
す
る
場
合
は
ỏ
法

令
に
定
め
ら
れ
た
構
造
基
準
を
満
た

し
た
焼
却
施
設
で
ỏ
処
理
基
準
に

従
ỳ
て
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
Ố

　
平
成
　
年
　
月
1
日
か
ら
は
ỏ
施

14

12

設
規
模
の
大
小
を
問
わ
ず
ỏ
全
て
の

廃
棄
物
焼
却
炉
の
構
造
基
準
が
強
化

さ
れ
ỏ
こ
の
基
準
を
満
た
し
て
い
な

い
焼
却
炉
や
一
般
家
庭
の
簡

易
な
ご
み
焼
却
炉
な
ど
は
使

用
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
Ố

　
焼
却
炉
を
設
置
す
る
場
合

は
ỏ
規
模
な
ど
に
よ
り
ủ
廃
棄

物
処
理
法
Ứỏủ
千
葉
県
廃
棄
物

の
処
理
の
適
正
化
等
に
関
す

る
条
例
Ứ
に
基
づ
き
許
可
が
必

要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
Ố

■問 
印
旛
地
域
振
興
事
務
所
ớ
緯

0
4
3
Ổ
4
8
3
Ổ
1
1
3

8
ỜỐ

胸
焼
却
禁
止
の
例
外

　
ど
ん
と
焼
き
ỏ
農
業
者
に
よ

る
あ
ぜ
草
・
稲
わ
ら
な
ど
ớ
廃

ビ
ニ
ồ
ル
な
ど
を
除
く
Ờ
の
焼

却
ỏ
林
業
の
下
打
ち
枝
の
焼
却
ỏ
水

産
業
の
魚
網
に
つ
い
た
ご
み
ớ
海
藻
ỏ

流
木
な
ど
Ờ
の
焼
却
ỏ
た
き
火
ỏ

キ
Ỿ
ン
プ
フ
Ỹ
イ
ヤ
ồ
な
ど
は
ỏ
直

接
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
が
ỏ

生
活
環
境
の
保
全
上
支
障
を
与
え
る

場
合
は
ỏ
処
理
基
準
違
反
と
し
て
改

善
命
令
や
行
政
指
導
の
対
象
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
Ố

■問 
ク
リ
ồ
ン
推
進
課
不
法
投
棄
対
策

班
ớ
緯
内
線
3
8
5
ỜỐ

一
部
の
例
外
規
定
を
除
き

   野
焼
野
焼
きき
は
法
律
で
禁
止
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

無許可の野焼きはしない、させな無許可の野焼きはしない、させないい

そ
の
ほ
か

猿
散
策
会ủ
山
茶
花
の
花
咲
く
中
Ứ

　
小
金
中
野
牧
と
ỳ
こ
め
跡
の
見
学

と
 囃
子
水
 湧
水
地
を
巡
り
ま
す
Ố

は
や
し
み
ず

■時 
　
月
6
日
画
・
午
前
9
時
　
分
Ỗ

11

30

午
後
3
時
　
分
Ố

30

■場 
新
京
成
初
富
駅
集
合
・
東
武
野
田

線
鎌
ἃ
谷
駅
解
散
ớ
鎌
ケ
谷
市
ỜỐ

■対 
ど
な
た
で
も
Ố

■定 
　
人
程
度
Ố

30
■費 
1
0
0
円
ớ
保
険
料
ỜỐ

■他 
飲
み
物
ỏ
弁
当
は
必
須
ỏ
双
眼
鏡
Ố

■申 
事
前
に
左
記
へ
Ố

■問 
印
西
ウ
エ
ỽ
ト
ラ
ン
ド
ガ
イ
ド
・

阿
部
ớ
緯
碓47 
1
4
5
5
ỜỐ

猿
健
康
体
操
無
料
体
験

　
背
中
美
人
を
目
指
し
ま
し
Ỷ
う
Ố

■時 
臼
　
月
　
日
我
・
午
後
1
時
　
分

10

21

15

Ỗ
2
時
　
分
ỏ
渦
　
日
峨
・
午
後
7

45

27

時
　
分
Ỗ
9
時
Ố

30
■場 
松
山
下
運
動
公
園
ớ
浦
部
ỜỐ

■対 
お
お
む
ね
　
歳
以
上
Ố

40

■他 
上
履
き
ỏ
飲
み
物
を
持
参
Ố

■申 
事
前
に
左
記
へ
Ố

■問 
桜
井
ớ
■携 
0
9
0
Ổ
2
5
2
7
Ổ

3
9
4
5
ỜỐ

猿
印
西
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

ủ
ニ
ỿ
ồ
タ
ウ
ン
コ
ン
サ
ồ
ト
Ứ

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
後
1
時
　
分
Ỗ
Ố

10

25

30

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館ớ
中
央
南
ỜỐ

■内 
デ
ỹ
ズ
ニ
ồ
映
画
ủ
フ
Ỹ
ン
タ
ジ

ア
Ứỏ
セ
ド
ナ
ほ
か
Ố

噛
指
揮
ộ
 三
橋
慶
明
 氏
Ố

み
つ
は
し
よ
し
あ
き

■定 
3
0
0
人
程
度
Ố

■費 
無
料
Ố

■問 
印
西
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
事

務
局
・
ひ
ら
や
え
ớ
緯
0
4
Ổ
7
1

8
7
Ổ
1
4
1
5
ỜỐ

猿
松
野
迅
ヴ
Ỹ
イ
オ
リ
ン
リ
サ

イ
タ
ルủ
カ
ザ
ル
ス
へ
の
オ

マ
ồ
ジ
ỿ
Ứ

■時 
　
月
5
日
臥
・
午
後
1
時
　
分
Ỗ
Ố

12

30

■場 
文
化
ホ
ồ
ル
ớ
大
森
ỜỐ

噛
出
演
ộ
松
野
迅
ớ
ヴ
Ỹ
イ
オ
リ
ン

と
お
話
Ờỏ
曽
我
尚
江
ớ
ピ
ア
ノ
Ờỏ

榎
田
ま
さ
し
ớ
ピ
ア
ノ
ỜỐ

■内 
カ
ザ
ル
ス
・
鳥
の
歌
ほ
か
Ố

■費 
一
般
2
街
8
0
0
円
ỏ
小
中
高
生

5
0
0
円
ớ
全
席
自
由
ỜỐ

■問 
吉
田
ớ
緯
／
胃
碓42 
3
8
6
8
ỜỐ

猿
ス
ポ
ồ
ツ
ダ
ン
ス
中
央
初
級

会
員
募
集

　
社
交
ダ
ン
ス
を
踊
り
ま
し
Ỷ
う
Ố

■時 
毎
週
土
曜
日
・
午
後
1
時
Ỗ
3
時
Ố

■場 
船
穂
コ
ミ
ỿ
ニ
テ
ỹ
セ
ン
タ
ồớ
船
尾
ỜỐ

■費 
入
会
金
1
街
0
0
0
円
ỏ
月
額

3
街
0
0
0
円
Ố

■申 
事
前
に
左
記
へ
Ố

■問 
大
出
ớ
緯
碓46 
0
2
9
8
ỜỐ

※
電
話
は
午
前
　
時
ま
で
と
午
後
5

10

時
以
降
Ố

猿
ク
リ
ồ
ン
推
進
運
動
・
別
所
谷

津
公
園
園
路
の
ご
み
拾
い

■時 
　
月
1
日
蚊
・
午
前
9
時
　
分
Ỗ

11

30

　
時
　
分
Ố

11

30

■場 
牧
の
原
地
域
交
流
セ
ン
タ
ồ
駐
車

場
ớ
牧
の
原
ỜỐ

■対 
ど
な
た
で
も
Ố

■他 
作
業
で
き
る
靴
で
長
ズ
ボ
ン
ỏ
長

袖
で
参
加
Ố

■申 
事
前
に
住
所
ỏ
氏
名
ớ
子
ど
も
は

年
齢
Ờỏ
電
話
番
号
を
電
話
ỏ
ま
た
は

メ
ồ
ル
で
左
記
へ
Ố

■問 
亀
成
川
を
愛
す
る
会
・
事
務
局ớ
■携 

0
8
0
Ổ
3
5
9
4
Ổ
6
2
6
7
・

■メール k
am
e
n
arilo

v
e
@
y
ah
o
o
.

co
.jp

ỜỐ

猿
西
の
原
フ
リ
ồ
マ
ồ
ケ
ỽ
ト

■時 
　
月
1
日
蚊
・
午
前
　
時
Ỗ
午
後

11

10

3
時
Ố

■場 
西
の
原
公
園
Ố

■定 
　
店
舗
Ố

50
■費 
1
街
0
0
0
円
ớ
参
加
費
ỜỐ

■申 
事
前
に
電
話
ỏ
ま
た
は
左
記
ホ
ồ
ム

ペ
ồ
ジ
か
ら
申
し
込
み
ớ
当
日
受
付
可
ỜỐ

■問 
　
エ
コ
リ
ユ
ồ
ス
ớ
緯
0
3
Ổ
3

（一社）
2
6
3
Ổ
1
8
9
9
・
■ＨＰ h

ttp
://

e
co
re
u
se
.allh

e
art�jp

.o
rg

/

・
■メール in

fo
@
e
co
re
u
se
.allh

e
art�jp

.o
rg

ỜỐ

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

消防フェスタ
君も１日ファイヤーマン
　消防士の仕事を見て、聞いて、感じてく
ださい。年に一度の祭典、ぜひ遊びに来
てください。
■時 11月15日（日）・午前10時～午後3時。
■場 印西西消防署（大塚)。
■内 消防車や救急車の乗車体験、はしご車
搭乗体験、隊員による訓練披露、天ぷら油
火災の消火実験など。
■問 印西西消防署予防係（☎碓47 0119）。

ごみの分別大事典シリーズH27－蔚

10月は環境省が定める3R推進月10月は環境省が定める3R推進月間間
　「3R」とは、リデュース（Reduce：発生抑制）…ごみになるものを減
らす、リユース（Reuse：再使用）…何度も繰り返し使う、リサイクル
（Recycle：再生利用）…ごみを資源として再利用する、の3つの頭文字
を取ったものです。
　市では、3R推進のため、町内会や小学校などに伺ってごみの分別方法
や減量化などについての出前講座を実施しています。各団体代表者で、
講座を希望する人は、ぜひご連絡ください。
　「3R」について一緒に考えてみませんか。

クリーンアドバイザーによる、小学校での出前講座の様子
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孫
た
ち
と
ミ
ニ
ト
マ
ト
摘
み
し
た
る
庭
今
日
は
夫
と
紫
蘇
を
刈
り
を
り

小
倉
台
　
　
　
小
澤
芙
美
子

担
当
の
地
域
の
役
に
奮
闘
す
自
ら
の
為
思
ひ
を
込
め
て

滝
　
野
　
　
　
小
原
久
美
子

亡
き
義
姉
の
化
身
な
り
し
か
赤
と
ん
ぼ
兄
の
 掌
 に
憩
ひ
て
飛
び
た
つ

て
の
ひ
ら

小
林
浅
間
　
　
前
田
千
代
子

稲
穂
の
香
ま
じ
れ
る
風
と
ま
だ
暑
き
日
差
し
背
に
受
け
畦
道
を
行
く

　
　
小
林
大
門
下
　
品
村
　
葉
子

甘
え
た
る
子
猫
の
感
触
残
り
ゐ
て
亡
き
あ
と
つ
の
る
こ
の
さ
み
し
さ
よ

　
大
　
森
　
　
　
馬
場
世
知
子

秋
蝉
の
声
 乾
坤
 に
虚
子
の
句
碑

け
ん
こ
ん

滝
　
野
　
　
　
田
波
　
章
子

 朝
涼
 の
電
線
空
を

ち
Ỷ
う
り
Ỷ
う

 載
 ち
分
け
て

た

大
　
森
　
　
　
山
口
　
彩
子

手
賀
沼
の
岸
辺
 番
 い
し
赤
蜻
蛉

つ
が

小
倉
台
　
　
　
山
田
　
　
明

空
の
青
こ
ろ
が
し
お
り
ぬ
芋
の
露

竜
腹
寺
　
　
　
五
十
嵐
栄
子

七
十
年
平
和
の
国
や
雲
の
峰

　
小
倉
台
　
　
　
田
中
孝
二
郎

俳
句

田
口
　
三
石
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月⚒⚐日締め切り（必
着）です。投稿は、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番
号を明記の上、広報広聴課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

掲載情報は9月13日現在
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線383）

※詳しくは市ホームページをご覧ください。

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。
お買い物にはマイバッグを持参しましょう。

怯ゆずります情報

怯さがしています情報

臼スキー板・ストック・スキー靴渦ガラスケース入りわらべ人形嘘ひな人形（7
段）唄五月人形

臼補聴器渦木刈小学校体操服上下嘘しおん幼稚園女子制服唄鋳物製の羽釜欝 
スピードラーニング初級（16巻）テキスト付蔚布佐台幼稚園男子夏制服

　
印
西
市
は
ỏ
米
の
生
産
量
が
約

1
4
街
3
0
0
t
で
県
内
で
7
番

目
Ố
約
3
街
5
0
0
世
帯
の
農
家

が
米
作
り
を
行
う
地
で
あ
る
こ
と

を
ご
存
じ
で
す
か
Ố

　
そ
こ
で
市
が
作
成
し
た
防
災

ブ
ỽ
ク
を
広
げ
て
立
体
図
を
イ

メ
ồ
ジ
し
て
み
ま
し
た
Ố

　
国
道
4
6
4
号
を
中
心
と
す
る

地
形
が
も
ỳ
こ
り
盛
り
上
が
り
ỏ

市
の
北
側
に
位
置
す
るủ
手
賀
沼
Ứ

ủ
利
根
川
Ứỏ
市
の
東
側
を
取
り
巻

く
ủ
北
印
旛
沼
Ứỏ
南
側
に
伸
び
る

ủ
西
印
旛
沼
Ứ
に
よ
り
ỏ
陸
中
心
の

部
分
と
水
中
心
の
部
分
に
2
分
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
Ố

　
私
た
ち
は
水
の
恩
恵
ỏ
土
の
恩

恵
を
印
西
の
地
で
享
受
し
て
き
ま

し
た
Ố
そ
う
し
て
今
ỏ
豊
作
の
秋
Ố

機
械
化
が
進
ん
だ
米
の
生
産
を
知

る
た
め
ỏ
本
埜
地
区
で
農
業
を
営

む
蓮
見
正
博
さ
ん
を
お
訪
ね
し
ま

し
た
Ố

　
こ
こ
は
ỏ
目
の
前
に
8
0
0
羽

を
超
え
る
白
鳥
た
ち
が
毎
年
 越
年
 

え
つ
ね
ん

に
飛
来
す
る
豊
か
な
水
田
地
帯
の

ど
真
ん
中
Ố
風
が
吹
く
た
び
ỏ
黄

金
の
稲
穂
が
波
打
つ
様
子
は
そ
れ

だ
け
で
気
持
ち
が
高
揚
し
て
き
ま

す
Ố
蓮
見
さ
ん
の
米
づ
く
り
は
ỏ

私
が
想
像
し
て
い
た
農
家
と
は
異

な
り
ỏ
近
代
的
な
機
械
化
が
進
め

ら
れ
た
大
規
模
農
家
で
ỏ
仲
間
数

人
と
拡
大
を
図
ỳ
て
き
た
と
の
こ

と
Ố
な
か
で
も
2
t
ト
ラ
ỽ
ク
程

の
大
き
さ
は
あ
ろ
う
か
と
い
う
6

条
刈
コ
ン
バ
イ
ン
の
迫
力
あ
る
勇

姿
に
驚
き
Ố
あ
い
に
く
の
天
候
の

た
め
活
躍
の
様
子
は
見
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
ỏ
ず
ら
り

並
ん
だ
乾
燥
機
や
も
み
摺
り
機
械

な
ど
ỏ
私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
に
は

考
え
も
し
な
か
ỳ
た
機
械
化
に

感
動
の
連
続
で
し
た
Ố

　
市
内
で
は
主
に
コ
シ
ヒ
カ
リ
ỏ

ふ
さ
こ
が
ね
ỏ
ふ
さ
お
と
め
と

い
ỳ
た
品
種
が
栽
培
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
Ố
米
作
り
の
苦
労

を
伺
ỳ
た
と
こ
ろ
ỏ
今
年
は
8
月

の
天
候
不
順
に
よ
り
刈
り
取
り

の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
難
し
か
ỳ
た

と
か
Ố
ほ
か
に
も
ỏ
肥
料
を
与
え

る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
誤
る
と
ỏ
収
穫

量
が
減
ỳ
た
り
ỏ
害
虫
や
カ
ビ
が

発
生
す
る
そ
う
で
ỏ
こ
う
し
た
難

問
に
は
受
け
継
が
れ
た
知
恵
や
工

夫
で
乗
り
越
え
て
い
る
そ
う
で
す
Ố

　
こ
の
地
は
か
つ
て
ủ
田
植
え
が

あ
ỳ
て
秋
が
無
い
Ứ
と
言
わ
れ
続

け
た
地
域
Ố
周
辺
の
河
川
か
ら
水

が
入
り
込
み
収
穫
目
前
の
稲
が
流

さ
れ
る
こ
と
も
あ
ỳ
た
と
か
Ố
し

か
し
ỏ
水
害
問
題
に
取
り
組
ん
だ

先
人
の
努
力
に
よ
り
治
水
が
進
み
ỏ

今
で
は
豊
か
な
水
田
地
帯
に
な
ỳ

た
と
の
こ
と
Ố

　
機
械
化
と
い
ỳ
て
も
ỏ
代
々
受

け
継
が
れ
て
き
た
土
地
と
先
人
の

知
恵
が
あ
ỳ
て
こ
そ
Ố
市
の
三
方

を
水
辺
に
囲
ま
れ
豊
か
な
水
で
育

つ
い
ん
ざ
い
の
米
Ố
市
内
の
各
地

域
で
農
家
の
み
な
さ
ん
が
美
味
し

い
米
作
り
に
精
を
出
し
て
い
る
こ

と
を
知
り
ỏ
一
口
ひ
と
く
ち
を
味

わ
い
な
が
ら
ご
飯
を
楽
し
も
う
と

思
い
ま
す
Ố

　広報レポーター：
 深堀 　 哲夫 （内野）
ふかほ り  て つ お

いい
んん
ざざ
いい
のの
ứứ
おお
米米
ỪỪ

風に揺れる黄金の波

大型の機械がずらりと並びます
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か
ま
で
刈
ỳ
た
稲
の
束
を
コ
ン

バ
イ
ン
の
刃
の
部
分
に
差
し
込

み
ỏ
脱
穀
す
る
作
業
が
大
変
だ

か
ら
だ
と
分
か
り
ま
し
た
Ố
そ

し
て
ỏ
脱
穀
後
の
稲
の
束
を
乾

燥
さ
せ
て
わ
ら
細
工
に
利
用
す

る
の
で
ỏ
き
れ
い
な
わ
ら
を
作

る
に
は
ỏ
か
ま
で
刈
り
と
る
作

業
も
大
切
な
の
だ
と
Ố
し
め
縄

や
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ồ
ス
作
り
と

い
ỳ
た
わ
ら
細
工
も
ỏ
地
元
の

み
な
さ
ん
が
指
導
さ
れ
る
と
か
Ố

よ
く
考
え
ら
れ
た
カ
リ
キ
ỿ
ラ

ム
だ
な
と
感
心
し
ま
し
た
Ố

　
稲
刈
り
後
ỏủ
慣
れ
て
き
た

ら
簡
単
に
稲
を
刈
れ
る
よ
う
に

な
り
ỏ
気
持
ち
良
か
ỳ
た
Ứ
と

山
本
 美
裕
 さ
ん
Ố
遠
藤
友
宏
さ

み

ゆ

ん
は
ủ
初
め
て
だ
ỳ
た
の
で
ỏ

刈
る
の
が
難
し
か
ỳ
た
Ứ
と
感

想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
Ố

　
空
に
は
鳥
た
ち
が
飛
び
交

い
ỏ
こ
ぼ
れ
落
ち
た
も
み
や

虫
を
探
し
て
い
ま
す
Ố
や
わ

ら
か
な
秋
の
日
差
し
の
下
ỏ
機

械
の
無
い
時
代
の
収
穫
が
い
か

に
大
変
だ
ỳ
た
か
に
思
い
を
は

せ
る
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
Ố

　
今
年
の
収
穫
は
ỏ
約
3
0
0

キ
ロ
Ố
新
米
は
ỏ　
月
に
行
わ

11

れ
る
供
収
穫
祭
僑
で
カ
レ
ồ
ラ

イ
ス
に
し
て
味
わ
い
ỏ
さ
ら
に
ỏ

2
年
生
で
行
く
キ
Ỿ
ン
プ
の
時

に
も
持
参
す
る
と
か
Ố
想
像
し

の
根
元
に
か
ま
を
当
て
て
刈
り
と

る
の
で
す
が
ỏ
な
か
な
か
思
う
よ

う
に
い
か
ず
苦
戦
し
て
い
る
様
子
Ố

　ủ
そ
こ
で
か
ま
を
引
い
て
外
Ứ清

水
先
生
の
明
る
い
声
が
響
き
わ
た

り
ま
す
Ố　
徐
々
に
こ
つ
を
つ
か

み
ỏ
程
よ
く
稲
を
刈
ỳ
た
と
こ
ろ

で
ỏ
生
徒
た
ち
の
作
業
は
終
わ
り
ỏ

残
り
の
稲
は
ỏ
村
越
さ
ん
所
有
の

コ
ン
バ
イ
ン
ớ
刈
り
取
り
か
ら
脱

穀
ま
で
で
き
る
農
機
具
Ờ
で
刈
り

取
り
ま
し
た
Ố
あ
れ
？
ま
だ
作
業

す
る
元
気
が
あ
り
そ
う
な
の
に
な

ぜ
？
と
思
い
ま
し
た
が
ỏ
そ
れ
は

  黄
金
色
の
田

黄
金
色
の
田
でで稲稲

刈刈
りり
実実
習習

広報レポーター： 中谷 　
な か や

 久美好 （内野）
く み こ

　
本
埜
中
学
校
で
稲
刈
り
実
習
が

行
わ
れ
ま
し
た
Ố
ゴ
ồ
ル
デ
ン

ウ
ỹ
ồ
ク
明
け
に
田
植
え
を
し
た

稲
が
順
調
に
育
ち
ỏ
待
ち
に
待
ỳ

た
収
穫
の
日
で
す
Ố
一
年
生
計
　20

人
は
ỏ
長
靴
に
軍
手
ỏ
ジ
Ỿ
ồ
ジ

と
い
ỳ
た
ス
タ
イ
ル
Ố
今
回
も
農

家
の
村
越
さ
ん
を
は
じ
め
ỏ
地
元

の
み
な
さ
ん
が
サ
ポ
ồ
ト
し
て
く

だ
さ
い
ま
す
Ố

　ủ
か
ま
で
ỏ
隣
の
子
や
自
分
の

手
を
刈
ら
な
い
よ
う
ỏ
慌
て
ず
に

や
る
こ
と
Ứủ
マ
ム
シ
が
い
た
ら
ỏ

大
声
で
知
ら
せ
る
こ
と
Ứ
な
ど
諸

注
意
を
聞
き
ỏ
一
人
ひ
と
り
に
か

ま
が
配
ら
れ
ỏ
作
業
開
始
で
す
Ố

　
片
手
で
稲
の
束
を
つ
か
み
ỏ
そ

た
だ
け
で
ヨ
ダ
レ
が
出
そ
う
で
す

ớ
笑
ỜỐ
取
材
を
通
し
感
じ
た
こ
と

は
ỏ
地
元
の
み
な
さ
ん
の
熱
意
で

す
Ố
田
植
え
・
稲
刈
り
と
い
ỳ
た

貴
重
な
体
験
を
生
徒
た
ち
が
で
き

る
の
は
ỏ
地
元
の
み
な
さ
ん
の
サ

ポ
ồ
ト
が
あ
ỳ
て
こ
そ
だ
と
思
い

ま
し
た
Ố
み
な
さ
ん
の
優
し
い
温

か
な
ま
な
ざ
し
が
印
象
に
残
る
取

材
と
な
り
ま
し
た
Ố

自分たちの手で収穫

みんなで刈ったわらを運びます

村越さん（左上）と地元笠神のみなさん
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